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ま　え　が　き

　全日本印刷工業組合連合会・ＣＳＲ推進委員会では、2024年12月に開催いたしました「第
18回メディア・ユニバーサルデザインコンペティション」におきまして高い評価を得た作品
を、受賞作品集として冊子にまとめました。
　今回は３つの募集部門（①グラフィックテクニック（ＤＴＰ）　②商品企画　③製本、加工技
術）に対し、全国から177点（一般の部：32点、学生の部：145点）の応募をいただきました。こ
れらの作品については審査会で厳正な審査が行われ、全13点の受賞作品が決定いたしまし
た。
　それぞれの受賞作品には審査委員による講評を掲載していますので、メディア･ユニバー
サルデザインについてさらに深くご理解いただくためのツールとしてご活用いただければ
幸いです。
　最後になりましたが、本コンペティションの趣旨にご賛同いただきご後援･ご協力を頂戴
しました官公庁・企業・団体のみなさま、および作品のご応募を頂戴しましたみなさま、審査
会にご参加いただきました審査委員のみなさまに心より御礼を申し上げます。
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審査結果 3

第 18回  メディア・ユニバーサルデザインコンペティション

応募総数：177点（一般：32点、学生：145点）

審 査 結 果

経済産業
大 臣 賞

一般 佐川印刷株式会社 佐川正純
“鑑賞”から“体験”へ、進化する
視覚障がい者向け
『手で見る絵画（2.5Ｄリアルプリンティング）』
三部作

愛媛県

学生 静岡文化芸術大学 飯塚ゆりの おいしいレストラン 静岡県

優 秀 賞

一般

橋本印刷株式会社 村上一 これな～んだ
色覚障がい者が見ている世界 東京都

東京都ダイオーミウラ株式会社
木下知由紀、加賀谷昌道、
藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美

“目の前に倒れた人がいたら”
初動サポートツール

学生

佐々木愛理 部首タイプカード

若井輝亮 さわるトランプ

佳  作

一般

庵原優、早村結衣 組み合わせて覚える手話カードゲーム

木下知由紀、加賀谷昌道、
藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美

木下知由紀、加賀谷昌道、
藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美

みんなのいえのしごと

マイボトル用　無料給水機マップ

学生

田中美有 やさしいミシン糸

海野七実 夫婦喧嘩が子供に与える影響

小林空太 ことばかるた言の葉

池谷美紅 列に並んでいるときに
待ち時間がわかる表示パネル

企業・学校名 出品者（敬称略） 作品名 都道
府県

浜松未来総合専門学校

静岡デザイン専門学校

大阪市立デザイン教育研究所

京都女子大学

ダイオーミウラ株式会社

ダイオーミウラ株式会社

日本レーベル印刷株式会社

静岡文化芸術大学

浜松未来総合専門学校

静岡県

静岡県

大阪府

京都府

東京都

東京都

静岡県

静岡県

静岡県



“鑑賞”から“体験”へ、進化する視覚障がい者向け
『手で見る絵画（2.5Ｄリアルプリンティング）』三部作
佐川印刷株式会社
佐川正純（愛媛県）

4 経済産業大臣賞（一般の部）

経済産業
大臣賞
一般の部

　この作品は、愛媛県美術館と共同で、視覚障がい
者が触覚を通じて美術作品を鑑賞する新たな方法を
提供するために制作しました。
　従来から実物と同じ凹凸を施した絵画のレプリカ
は存在しましたが、ほかの絵画との違いや、奥行きや
遠近感を十分理解するのが難しいという課題があり
ました。そこで、１枚の絵画を構成要素ごとに分解し、
本来重なって見えない部分を想像して追加加工、各要
素には凹凸や触感を独立させる方法で製作しまし
た。
　これにより、遠近感ごとの各パートが独立した作品
として成立し、視覚障がい者が触覚を通じてより深い
美術鑑賞を楽しめるようになりました。実際の視覚
障がい者のワークショップでも高い評価を得ていま
す。

　従来の視覚による鑑賞に触覚を加えることで、新し
い視点を提供する革新的な取り組みです。この体験
は、視覚障害を持つ方や色弱の方々を含め、すべての
人がアートにアクセスできることを目的としており、メ
ディア・ユニバーサルデザインの理念を体現する素晴
らしい事例です。
　触覚による新しい鑑賞の可能性として、通常触れる
ことが許されない絵画を「さわって理解する」仕組み
が提供されており、視覚情報に依存しない新しい絵
画鑑賞の形が提示され、レイヤー構造によって絵画
の構成要素が分解され、触覚を通じて視覚的な作品
の本質や意図を深く理解できるよう工夫されていま
す。
　ミュージアムショップのみならず、教育機関や地域イ
ベントでの販売を通じて、多くの人に手が届く仕組み
作りを印刷業界含め取り組んでもらえることを期待し
ます。

工夫点 講　評
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“鑑賞”から“体験”へ、進化する視覚障がい者向け『手で見る絵画（2.5Ｄリアルプリンティング）』三部作 5

経済産業大臣賞（一般の部）
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おいしいレストラン
静岡文化芸術大学
飯塚ゆりの（静岡県）

経済産業
大臣賞
学生の部

経済産業大臣賞（学生の部）

　大人子供に関わらず、食物アレルギーへの理解度
は人によって大きな差があるという気付きから、知識
や学ぶ意欲のない人でも手軽に読めて、食物アレル
ギーに興味をもてる絵本の制作を行いました。
　キャラクターはアレルギー物質（重要なもの）を由
来としたほか、デザインに個性をもたせて識別しやす
くしました。

工夫点

　背景色は黄色の濃淡を基本とし、キャラクターの
視認性を確保しています。
　文字はサイズを大きくし、ＵＤフォントを使用しま
した。
　飲食店に置いていただき、待ち時間に読んでいた
だくことを想定しています。
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経済産業大臣賞（学生の部）

　アレルギーというデリケートなテーマを色弱者や年齢
を問わず分かりやすく楽しく伝える、インクルーシブな絵
本となっています。キャラクターの名前がアレルゲン由
来であることにより、子どもが具体的にアレルギーにつ
いて親しみやすく学べる仕組みが構築されています。子
どもたちにとって親しみやすい絵本という形式を採
用することでアレルギーという難しいテーマがわかり

講　評

やすく伝えられています。
　キャラクターやデザインの工夫によって、すべての人
が美味しく楽しい食事の喜びを共有できる社会を目指
すこの作品は、メディア・ユニバーサルデザインの理念
に非常に適合しており、教育的・社会的意義が高いと言
えます。広い普及と活用を通じて、さらに多くの人々に希
望と理解を届けることを期待します。

おいしいレストラン



優秀賞（一般の部）

これな～んだ
色覚障がい者が見ている世界
橋本印刷株式会社
村上一（東京都）

8 優秀賞（一般の部）　これな～んだ　色覚障がい者が見ている世界

優秀賞

一般の部

　現状、「色覚障がい」について、「知らない」という人
が大多数を占めていると思います。多くの人に認識し
てもらうためには…。
　そのツールとして、「絵本」を選びました。
　「絵本」は、親が読み聞かせをするので子供は自然
と「色覚障がい」について身につく。勉強して身につけ
るのではなく「読み聞かせ」ることで、日常として捉え
ることができるのではないかと考えます。
　子供でも一目見てわかる虫や果物やマークなどの
シンプルなイラストを採用し、漢字には全てふりがな
をふり、書体は「ＵＤフォント」を使用しています。

　視覚障がい者が見ている世界を子どもたちが直感
的に理解できるようデザインされた素晴らしい作品で
す。複雑な描写を避け、必要最小限の情報に焦点を当
てる「引き算の表現」によったシンプルで親しみやす
い構成は、色弱者に関わらず多様な読者に寄り添って
まとめられています。絵本という形式を用いることで、
小さな子どもでも楽しく読み進めることができ、視覚
障がいというテーマを身近に感じられるようになって
います。
　視覚障がいへの理解を深める教育的ツールとして
の可能性が高く、今後の普及とさらなる改良が期待さ
れます。

工夫点 講　評
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表 裏

ダイオーミウラ株式会社
木下知由紀、加賀谷昌道、藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美（東京都）

優秀賞

一般の部

優秀賞（一般の部）　“目の前に倒れた人がいたら”初動サポートツール 9

優秀賞（一般の部）

ＡＥＤが近くにない状況での初動をサポート
するカードサイズリーフレット・キーホル
ダー。
ＳＤＧｓ17の目標：③すべての人に健康と
福祉を（ＡＥＤを通じて人命救助の初動の大
切さを伝える）。

　緊急時の初動対応を支援するためのシンプルで直感的な
デザインと利便性を備えたツールです。特に、ＡＥＤの設置場
所が分からない、または登録されていないケースが多い現状
において、このツールは命を救う可能性を大きく広げます。
　配色はシンプルで直感的に理解できるものとなっており、色
覚に違いがある人でも安心して利用できるデザインになって
おり、緊急時には迅速な判断が必要となるため、複雑さを排除
したデザインは、冷静さを保ちつつ適切に対応する助けになり
ます。
　さらに普及し、活用されることで、より多くの人々の命を救う
可能性を広げるツールとして、社会的価値が非常に高い作品
と言えます。

工夫点 講　評

“目の前に倒れた人がいたら”
初動サポートツール



優秀賞（学生の部）

浜松未来総合専門学校
佐々木愛理（静岡県）

10 優秀賞（学生の部）　部首タイプカード

優秀賞

学生の部

部首タイプカード
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　漢字が読めても部首の名前が分からないという問
題から、楽しく覚えることができるようにカードにしま
した。読み以外にも部首の場所や由来・意味なども
理解できるようになっています。

　部首の名前や成り立ちを学びながら、漢字の持つ
文化的・構造的な美しさを体感できる新しい教材で
す。特に、遊びながら学べる工夫と、手に取って使うこ
とでタブレットやパソコンでは得られない体験を提供
する点が魅力です。
　一方で、メデイア・ユニバーサルデザインの視点
からは、色使いの改善や色以外の識別方法を加える
ことで、より多様な利用者に対応できる可能性が広が
ります。これらを反映した改良により、世代越えて使わ
れる普遍的な教材として進化することが期待できると
思います。

工夫点 講　評



優秀賞

学生の部

優秀賞（学生の部）　さわるトランプ 11

優秀賞（学生の部）

さわるトランプ

上下が区別できる切れ込み

直線的な数字とマークで
絵柄の区別がつきやすい

　プレイヤー全員が視覚を使わずに触覚のみを用い
て遊ぶ、新しい形のトランプの提案です。

　触覚のみを用いて絵柄を判別するというユニーク
なアプローチを取り入れ、視覚に頼らず楽しめるゲー
ム体験を提供しています。全てのプレーヤーが視覚情
報を使わず同じ条件で参加できるという平等性を重
視した設計は、インクルーシブデザインの好例であ
り、日常的に視覚に頼る生活を見直すきっかけとなる
取り組みです。
　裏面の仕上げや触覚情報の多様性など、さらなる
改良が進めば、より幅広い層に受け入れられるツール
として進化する可能性があります。視覚以外の感覚に
焦点を当てたこの取り組みは、日常生活に新たな気
づきを与える価値ある作品です。

工夫点 講　評

色は真っ白で、絵柄
の部分が凹んでいる
だけ凹んでいるので
シャッフルする時も
引っかからない

静岡文化芸術大学
若井輝亮（静岡県）



佳作（一般の部）

日本レーベル印刷株式会社
庵原優、早村結衣（静岡県）

12 佳作（一般の部）　組み合わせて覚える手話カードゲーム

　手話には、２つの動作を組み合わせて成り立つ言
葉があります。（例：「こんにちは」＝“人差し指と中指
を額に当てる”＋“人差し指を向かい合わせて曲げ
る”）
　２つの動作を「上の句」「下の句」とし、百人一首の
ようなゲームにすれば、遊びながら手話を覚えられる
と考えました。
　対象学年は小学校低学年のため、親しみやすいイ
ラストにして、漢字にはルビをふりました。
　Ｐ型・Ｄ型色覚の方でも判別しやすい、ピンクとグ
リーンをベースカラーに使用しています。
　フォントは全て、ＵＤフォントを使用しています。

　手話の動きを描いた２枚のカードを組み合わせて
言葉を作るという斬新な発想で、手話学習を遊びとし
て楽しめるツールです。このカードは、手話に対する
興味を引き出し、老若男女問わず学びのきっかけを
提供しており、手話を知らない初心者でも、簡単なと
ころから入れるデザインで、手話学習の敷居を下げて
います。
　手話を学ぶことで、聴覚障がい者とのコミュニケー
ションを図る姿勢が自然に養われるインクルーシブ
な学習ツールとしても高く評価できます。

工夫点 講　評
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 佳作

一般の部

組み合わせて覚える手話カードゲーム



佳作

一般の部

佳作（一般の部）　みんなのいえのしごと 13

佳作（一般の部）

みんなのいえのしごと
ダイオーミウラ株式会社
木下知由紀、加賀谷昌道、藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美（東京都）

　家事労働の価値を可視化し、無償労働の重要性を啓発す
る冊子として、日常生活における労働の見えない価値を伝
える革新的な取り組みです。特に、家事労働を貨幣価値に
置き換えることで、家事が持つ実質的な重みを具体的に理
解させ、ジェンダー平等や高齢者社会への意識向上を促し
ている作品です。「誰かがやる」ではなく「みんなが分担す
る」意識を広げ、家事労働における性別役割分担の偏見を
なくすための教育的な価値があります。
　また、高齢者が依頼する仕事の負担やコストを見える化
することで、介護計画や支援制度の普及にも役立ちます。よ
り多くの人々がこの冊子を通じて家事労働の価値を深く理
解し、社会に変化をもたらす力となる可能性を感じます。

工夫点 講　評

家事負担の男女不平等を改善するため
無償労働（家事）の貨幣価値を、万国共通の紙
幣イメージを利用して伝えるブック＆ルール。
ＳＤＧｓ17の目標：⑤ジェンダー平等を実現し
よう（ジェンダー平等の意識を育む）。



佳作（一般の部）

ダイオーミウラ株式会社

14 佳作（一般の部）　マイボトル用　無料給水機マップ

佳作

一般の部
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使い捨てプラスチックの削減へ、マイボトルを利用で
きる場所のＭＵＤ対応マップ。
ＳＤＧｓ17の目標：⑬気候変動に具体的な対策を（ＩＴ
機器の操作に不慣れな人への配慮を）。

　マイボトル携帯の推進と脱プラスチックの啓蒙を目
的とした、環境意識を高める先進的な取り組みです。
社会課題であるプラスチック削減を見える化し、スマ
ホが苦手な人でも使いやすいＮＦＣタグを活用した設
計や、公共インフラとの連携を想定した仕組みが高く
評価できます。給水スポットを地図として可視化する
ことで、脱プラスチックの具体的な行動を促し、環境
問題を身近に感じさせる仕組みとなっています。
　日本ではまだ浸透していない「マイボトルの水を補
充する」文化を啓発し、今後の持続可能な社会に必要
な行動への気づきを促してくれる可能性を感じる作品
です。

工夫点 講　評

マイボトル用　無料給水機マップ

木下知由紀、加賀谷昌道、藤田弘志、室木嘉秀、
佐藤心一、坂上まい美（東京都）



京都女子大学
田中美有（京都府）

佳作

学生の部
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佳作（学生の部）

やさしいミシン糸

　ミシン糸は真上から見ると糸の色が分かりづらい
です。そこで、誰でもやさしい表現で色を表示するこ
とを提案します。
　ラベルにはひらがなで書かれた色名のほかに、その
色を連想させるイラストを添えているので、文字の理
解が苦手な人も形を覚えると色が見つけやすくなりま
す。
　また、箱の底に描かれたイラストに合わせて入れる
と整理できるので、かたづけも簡単です。
　上から見ても色が分かることで作業効率が上がり、
裁縫がいっそう楽しくなります。

　ミシン糸の色選びに配慮し、色弱者や初心者でも
わかりやすく、使いやすい工夫が詰まった思いやりの
ある作品です。特に系統色名の記載や絵合わせを取
り入れるなど、視覚だけに頼らない、誰でも安心して
色を選べるデザインが評価できます。
　微妙な色差を視覚以外で補う仕組みや、より広い
層へのアプローチを考える余地があります。これらの
改良を加えることで、より多様な人々に支持されるユ
ニバーサルな製品としての完成度がさらに高まると思
います。

工夫点 講　評

あか きいろ

あお

ピンク

むらさき しろオレンジ

くろ

みどり

オレンジ

やさしいミシン糸



佳作（学生の部）

大阪市立デザイン教育研究所
海野七実（大阪府）

16 佳作（学生の部）　夫婦喧嘩が子供に与える影響

夫婦喧嘩が子供に与える影響
佳作

学生の部
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 精神的ダメージを受ける子が増えている。そんな子
供を減らせるよう、子育てを支援する本です。
 文字書体にＵＤフォントを使用したり、コントラスト
を意識した色味にしました。

 家庭内の問題を子どもの視点で捉え直し、親子の健
全な対話を促す教育的で意義深い作品です。シンプ
ルで配慮の行き届いたデザインが、メデイア・ユニ
バーサルデザインの理念に沿った形で実現されてお
り、幅広い層に伝わりやすい点が高く評価されます。
 一方で、多感覚的な要素や対象者別のコンテンツ追
加など、さらなる改良によって、より多様な人々にとっ
て価値のあるツールとして進化する可能性がありま
す。この作品が親子のコミュニケーションを深め、よ
り良い家庭環境を築くきっかけとなることが期待され
ます。

工夫点 講　評
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佳作（学生の部）

静岡デザイン専門学校
小林空太（静岡県）

佳作

学生の部

ことばかるた言の葉

　基本的には文字のみのデザインにして、言葉が印
象に残りやすいようにしました。また、全ての漢字に
ふりがなを振ることで小さな子供でも遊ぶことがで
きるようにしました。
　取り札を葉っぱのデザインにし、取る楽しさや貯め
る楽しさを得られるようにしました。
　若者言葉を若葉のデザイン、難しい言葉を枯葉に
することで、一目でわかるようにしました。

　言葉を葉っぱの形状で表現し、遊びながら言葉の
時代性や世代間の違いを学べるユニークな教材で
す。基本的なかるたのルールを踏襲しながら、若者こ
とばや難しい言葉をそれぞれ「若葉」「枯葉」で分類
し、色彩や形状によって言葉を「聞く」だけではなく、
「見る」「触る」という多感覚的な体験を提供してい
る点が新鮮です。
　葉っぱの形状や素材に多様性を持たせることで、触
覚的な違いを通じてより記憶に残る工夫や、触感の
異なる素材や軽い香りを取り入れることで、五感をよ
り強く刺激するデザインなど今後の展開が期待でき
ます。

工夫点 講　評

サンプルについて

パッケージ その他カード

説明書

説明書 　　１枚
読み札　計 20枚

内容物

・難し言葉　10枚
・若者言葉　10枚

・若葉カード10枚
・枯葉カード10枚

取り札　計 20枚



佳作（学生の部）

18 佳作（学生の部）　列に並んでいるときに待ち時間がわかる表示パネル
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浜松未来総合専門学校
池谷美紅（静岡県）

佳作

学生の部

　行列に並んでいるときに、この表示があることで残
りの待ち時間がわかります。取り付ける部分にはマグ
ネットがついていて、スライド式に動かせるようになっ
ているのでお店によって変わる列の進み具合にも対
応できます。
　文字は誰でも読みやすいＵＤフォントを使用しまし
た。また、日本語がわからない人にもわかるように、
英語でも情報を記載しました。

　シンプルかつ実用的なデザインで、多くの場面で利
用可能な汎用性の高い製品です。大きな数字表示や
柔軟な設置方法が、視認性や実用性を高めており、待
ち時間のストレスを軽減する有効なツールとして評価
できます。
　数字の背景や枠の色を、薄い色から濃い色へ変化
させるグラデーションや、緊急感を伝える赤系統の色
を用いることで、視覚的に待ち時間の長さを感覚的
に伝えられたり、色使いによる感情的な訴求力を検
討するなど、さらに多様な利用者に支持されるツール
として進化する可能性を感じます。

工夫点 講　評

列に並んでいるときに
待ち時間がわかる表示パネル

min

ここからの待ち時間
wait time

min

ここからの待ち時間
wait time

min

ここからの待ち時間
wait time

min

ここからの待ち時間
wait time

min

ここからの待ち時間
wait time

10
min

ここからの待ち時間
wait time

5
min

ここからの待ち時間
wait time

20 30 40 50 60
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